
９
月
県
議
会
は
９
月
17
日
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

10
日
に
は
、
県
議
会
に
予
算

内
示
が
行
わ
れ
、
一
般
会
計
補

正
予
算
案
の
概
要
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
９
月
補
正
予
算
額
は
、

２
１
０
億
８
０
０
万
円
で
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
の
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
（
事
業
者
支
援
の
追
加
交

付
金
）
を
活
用
し
た
も
の
と
し

て
、
飲
食
関
連
事
業
者
（
飲
食

業
、
飲
食
料
品
卸
売
業
、
運
転

代
行
業
）
へ
の
家
賃
な
ど
固
定

経
費
支
援
、
７
億
２
４
０
０
万

円
、
中
小
企
業
、
小
規
模
事
業

者
や
組
合
な
ど
が
行
う
デ
ジ
タ

ル
化
対
応
へ
の
支
援
、
飲
食
店

が
行
う
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、
デ
リ

バ
リ
ー
な
ど
新
サ
ー
ビ
ス
展
開

へ
の
支
援
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
事
業
所
を
利
用
す
る
障
が
い

の
あ
る
方
へ
の
支
援
金
給
付
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
経
済
活
性
化
へ

の
対
応
と
し
て
、
漁
業
者
支
援

を
兼
ね
て
、
学
校
給
食
へ
の
県

産
水
産
物
の
無
償
提
供
の
費
用

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
解
雇
、
雇
止
め
さ
れ
た
方

（
今
年
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
）
へ
の
応
援
金
給
付
が
復
活

さ
れ
ま
し
た
。

感
染
拡
大
防
止
へ
の
対
応
と

し
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促

進
（
接
種
回
数
に
応
じ
た
医
療

機
関
へ
の
支
援
等
）
18
億
６
２

０
０
万
円
、
急
激
な
感
染
拡
大

に
よ
る
病
床
逼
迫
時
に
お
け
る

酸
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

（
庄
内
・
内
陸
）
５
億
８
９
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
春
の
凍
霜
害
、
ひ
ょ

う
害
被
害
対
応
の
予
算
が
３
億

５
４
０
０
万
円
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
６
月
に
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
が
示
さ
れ
、
既
決
予
算
で
対

応
し
て
い
ま
し
た
が
被
害
が
広

が
っ
て
お
り
、
県
単
独
の
支
援

策
（
減
収
率
50
％
以
上
の
生
産

者
に
肥
料
、
農
薬
の
購
入
費
相

当
分
を
被
害
程
度
、
面
積
に
応

じ
て
定
額
補
助
）
も
含
め
、
拡

充
予
算
案
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
山
形
県
委
員
会

と
党
県
議
団
は
８
月
３
日
、
山

形
労
働
局
長
と
山
形
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
会
長
に
要
請
を
行

い
ま
し
た
。
要
請
項
目
は
、
最

賃
の
１
５
０
０
円
へ
の
引
き
上

げ
と
中
小
企
業
へ
の
支
援
、
地

域
格
差
を
解
消
す
る
た
め
の
最

賃
の
全
国
一
律
の
制
度
、
審
議

会
の
労
働
者
委
員
の
構
成
を
多

様
に
す
る
こ
と
、
特
に
女
性
委

員
の
登
用
促
進
な
ど
で
す
。

８
月
19
日
に
開
か
れ
た
商
工

労
働
観
光
常
任
委
員
会
で
も
最

低
賃
金
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

し
た
。
山
形
地
方
最
低
賃
金
審

議
会
は
、
８
月
６
日
の
答
申
で

こ
れ
ま
で
の
時
給
７
９
３
円
か

ら
29
円
ア
ッ
プ
の
８
２
２
円
と

し
ま
し
た
。
私
が
県
の
認
識
を

質
し
た
の
に
対
し
、
大
瀧
亜
樹

女
性
賃
金
向
上
・
県
内
定
着
推

進
室
長
は
、
「
29
円
ア
ッ
プ
と

示
さ
れ
た
が
、
最
高
額
と
の
地

域
格
差
は
依
然
大
き
く
、
今
後

も
引
き
続
き
最
低
賃
金
の
全
国

一
律
の
制
度
に
つ
い
て
、
要
望

し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た

私
は
、
「
今
次
の
最
低
賃
金

の
最
高
額
と
の
格
差
縮
小
は
、

わ
ず
か
一
円
だ
。
現
在
２
２
０

円
の
格
差
が
あ
る
。
こ
の
調
子

だ
と
格
差
解
消
に
は
２
２
０
年

か
か
る
。
と
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
中
小
企
業
が
賃
上

げ
で
き
る
環
境
整
備
は
、
労
使

双
方
が
共
有
し
て
い
る
要
望
と

な
っ
て
い
る
。
」
と
し
て
、
中

小
企
業
へ
の
支
援
強
化
、
特
に

税
や
社
会
保
険
料
負
担
の
軽
減

を
国
に
求
め
る
よ
う
発
言
し
ま

し
た
。

９
月
８
日
、
山
形
県
商
工
団

体
連
合
会
（
佐
藤
弘
会
長
）
は
、

「
山
形
県
事
業
継
続
応
援
給
付

金
」
の
拡
充
な
ど
を
中
心
に
、

県
に
要
望
書
を
提
出
し
、
私
も

同
席
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、

早
坂
誠
司
中
小
企
業
・
創
業
支

援
課
長
が
対
応
し
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
「
応
援
給
付
金

は
助
か
る
」
と
い
う
感
想
が
述

べ
ら
れ
る
一
方
で
「
売
り
上
げ

が
50
％
以
上
減
少
」
「
対
象
月

の
限
定
」
な
ど
の
要
件
の
緩
和

を
求
め
る
声
が
多
い
と
の
指
摘

が
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
会
員

の
運
転
代
行
業
の
方
か
ら
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
し
て
何
と
か
暮
ら

し
て
い
る
、
と
い
う
切
実
な
訴

え
が
あ
っ
た
」
と
の
事
例
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
早
坂
課
長
は
、

「
限
ら
れ
た
財
源
で
業
種
を
限

定
せ
ず
申
請
を
受
け
付
け
て
い

る
。
上
乗
せ
し
て
い
る
市
町
村

も
あ
る
」
「
国
交
付
金
活
用
の

事
業
者
支
援
追
加
分
に
つ
い
て

は
９
月
議
会
に
提
案
さ
れ
る
」

と
答
え
ま
し
た
。
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総
選
挙
近
し

菅
首
相
が
辞
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
民
に
追
い
詰
め
ら

れ
て
の
政
権
投
げ
出

し
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。９

月
８
日
、
「
安
保

法
制
の
廃
止
と
立
憲

主
義
の
回
復
を
求
め

る
市
民
連
合
」
は
、

「
野
党
共
通
政
策
の
提

言
」
を
発
表
。
日
本

共
産
党
、
立
憲
民
主

党
、
社
会
民
主
党
、

れ
い
わ
新
撰
組
の
野

党
党
首
が
共
通
政
策

に
合
意
し
ま
し
た
。

提
言
は
、
「
総
選
挙
で

野
党
協
力
を
広
げ
、

自
公
政
権
を
倒
し
、

新
し
い
政
治
を
実
現

す
る
こ
と
は
、・
・
・
・

市
民
の
命
を
守
る
た

め
に
不
可
欠
」
と
強

調
し
て
い
ま
す
。
県

政
で
は
、
政
府
の
姿

勢
が
変
わ
れ
ば
県
民

要
望
が
実
現
す
る
の

に
と
感
じ
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
総

選
挙
は
絶
好
の
機
会

で
す
。
日
本
共
産
党

は
、
「
な
に
よ
り
、
い

の
ち
。
ぶ
れ
ず
に
つ

ら
ぬ
く
」
を
訴
え
て

い
ま
す
。

ゆ
り
子
の視

点

要
請
を
行
う
本
間
県
委
員
長
と
渡
辺
県
議

９
月
県
議
会

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、

関
徹
県
議
が
９
月
27

日

（
月
）
午
後
一
時
か
ら
一

般
質
問
に
立
ち
、
コ
ロ
ナ

対
策
な
ど
を
取
り
上
げ
る

予
定
で
す
。

要望書を手渡す佐藤弘会長


